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【
感
染
症
予
防
対
策
】
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
・・・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
二
の
腕
な
ど
で
口
と
鼻
を
お
お
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

格
安
ス
マ
ホ
に
興
味
を
持
ち
、電
話
で
何
度
か
契
約
方
法
に
つ
い
て
問
い

合
せ
た
う
え
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
ん
だ
。
説
明
で
は
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ

カ
ー
ド
だ
け
入
れ
替
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
使
え
る
。通
信
状
態
は
変
わ
ら
ず
今
よ

り
料
金
が
安
く
な
る
。
通
話
は
１
回
10

分
以
内
で
あ
れ
ば
無
料
」と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、格
安
ス
マ
ホ
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、２
か
月
で
２

万
５
千
円
も
の
高
額
な
通
話
料
が
発
生
し
て
い
た
。契
約
書
を
よ
く
読
む
と「
無

料
通
話
に
は
特
定
の
ア
プ
リ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
記
載
さ
れ
て

い
た
が
、そ
の
よ
う
な
説
明
は
受
け
て
い
な
い
。

　
無
料
で
通
話
す
る
た
め
に
は
ア
プ
リ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
知
ら
ず
、通

話
料
が
高
額
に
な
っ
た
事
例
で
す
。他
に
も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分

か
ら
な
い
が
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
な
い
。格
安
ス
マ
ホ
の
契
約
手
続

き
に
時
間
が
か
か
り
、携
帯
電
話
会
社
の
違
約
金
が
か
か
ら
な
い
時
期
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。

・
サ
ポ
ー
ト
内
容
や
問
い
合
わ
せ
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
分
が
使
用
す
る
端
末
が
、格
安
ス
マ
ホ
会
社
で
も
利
用
で
き
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場
合
は
日
に
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
申
し
込
み

ま
し
ょ
う
。

・
格
安
ス
マ
ホ
で
の
通
話
方
法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
今
ま
で
の
携
帯
電
話
会
社
と
の
違
い
を
確
認
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
日
時
＝
月
～
金
曜
日(

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

▼
相
談
場
所
＝
上
三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　(

地
域
生
活
課
内)

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
＝
☎ 

　
９
１
５
３

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
出
産
を
し
た
際
に
は
、出
産
予
定
日

又
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間(

産
前
産
後
期
間)

の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。産
前
産
後
期
間
と
し
て

認
め
ら
れ
た
期
間
は
、保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方
＝「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」で
出
産
日
が
平
成
31
年

　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
１
日
以
降
の
方

▼
受
付
＝
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
申
請
が
可
能
で
す
。

▼
必
要
な
も
の
＝

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

　
・
出
産
予
定
日
の
わ
か
る
も
の(

母
子
健
康
手
帳
な
ど)

　
会
社
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
や
、そ
の

被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合
、ま
た
は
、職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
て
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
と
き
は
、役
場
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、国
民
健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
た
り
、職

場
の
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
ま
で
遡
っ
て
課
税
さ
れ
た
り
し
ま
す
の

で
、14
日
以
内
に
次
の
も
の
を
持
参
の
う
え
、住
民
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
上
三
川
町
の
平
成
史
、第
２
回
の
今
回
は
平
成
２
年
の
出
来
事
を
紹
介
し

ま
す
。こ
の
年
、世
の
中
で
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
や
第
１
回
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
実
施
、イ
ラ
ク
軍
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
が
あ
り
ま
し
た
。町

で
は
、磯
川
流
域
が「
栃
木
の
自
然
百
選
」に
入
選
、ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
実

施
、長
泉
寺
の
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
が
県
文
化
財
に
指
定
と
い
っ
た
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、こ
の
年
の
２
月
、全
国
に
先
駆
け
て
鬼
怒
川
堤
防
沿
い
に
、
川
の
一

里
塚
第
１
号(

三
本
木
地
内)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
川
の
一
里
塚
」は
、建
設

省(

当
時)

と
町
が
一
体
と
な
っ
て
利
用
者
の
憩
い
の
場
や
災
害
時
の
水
防
活

動
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
た
事
業
で
す
。こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に

は
、県
知
事
が
視
察
に
来
る
ほ
ど
で
し
た
。石
碑
に
は
鬼
怒
川
上
流
の
巨
石
を

半
分
に
割
っ
て
使
用
し
て
お
り
、残
り
の
半
分
は
鬼
怒
川
と
源
流
を
同
じ
く

【
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
】

　
届
出
に
必
要
な
も
の

　
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
・
職
場
の
健
康
保
険
証

　
・
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書(

運
転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど)

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
な
ど)

【
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
て
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
】

　
届
出
に
必
要
な
も
の

　
・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書(

資
格
喪
失
証
明
書
、退
職
証
明
書
な
ど)

　
・
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書(

運
転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど)

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
な
ど)

　
・
年
金
手
帳

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
住
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎ 

　
９
１
３
４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
や
め
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

か
み
の
か
わ
平
成
史
第
２
回
　
平
成
２
年(

１
９
９
０)

消
費
豆
知
識

80

こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
！
格
安
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル

56

56

56

事
例

　
・
印
か
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
住
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
　 

９
１
３
４

　
宇
都
宮
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
８(

６
２
２)

４
２
８
１

す
る
小
貝
川
の
一
里
塚
第
１
号(

茨

城
県
水
海
道
市)

に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。７
月
に
は
同
じ
巨
石
を
半
分

に
割
っ
て
使
用
し
た
第
２
号(

上
郷

地
内)

、
第
３
号(

向
川
原
地
内)

が

完
成
し
ま
し
た
。

　
だ
ん
だ
ん
と
春
の
日
差
し
が
届
く

今
日
こ
の
頃
、
川
の
一
里
塚
を
探
し

に
鬼
怒
川
沿
い
を
散
歩
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

　
☎ 

　
９
１
５
９

鬼怒大橋から下流約２ｋｍ地点の
西岸堤防上(三本木地内)

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
ぞ
う
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【
感
染
症
予
防
対
策
】
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
・・・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
二
の
腕
な
ど
で
口
と
鼻
を
お
お
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

格
安
ス
マ
ホ
に
興
味
を
持
ち
、電
話
で
何
度
か
契
約
方
法
に
つ
い
て
問
い

合
せ
た
う
え
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
ん
だ
。
説
明
で
は
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ

カ
ー
ド
だ
け
入
れ
替
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
使
え
る
。通
信
状
態
は
変
わ
ら
ず
今
よ

り
料
金
が
安
く
な
る
。
通
話
は
１
回
10

分
以
内
で
あ
れ
ば
無
料
」と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、格
安
ス
マ
ホ
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、２
か
月
で
２

万
５
千
円
も
の
高
額
な
通
話
料
が
発
生
し
て
い
た
。契
約
書
を
よ
く
読
む
と「
無

料
通
話
に
は
特
定
の
ア
プ
リ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
記
載
さ
れ
て

い
た
が
、そ
の
よ
う
な
説
明
は
受
け
て
い
な
い
。

　
無
料
で
通
話
す
る
た
め
に
は
ア
プ
リ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
知
ら
ず
、通

話
料
が
高
額
に
な
っ
た
事
例
で
す
。他
に
も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分

か
ら
な
い
が
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
な
い
。格
安
ス
マ
ホ
の
契
約
手
続

き
に
時
間
が
か
か
り
、携
帯
電
話
会
社
の
違
約
金
が
か
か
ら
な
い
時
期
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。

・
サ
ポ
ー
ト
内
容
や
問
い
合
わ
せ
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
分
が
使
用
す
る
端
末
が
、格
安
ス
マ
ホ
会
社
で
も
利
用
で
き
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場
合
は
日
に
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
申
し
込
み

ま
し
ょ
う
。

・
格
安
ス
マ
ホ
で
の
通
話
方
法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
今
ま
で
の
携
帯
電
話
会
社
と
の
違
い
を
確
認
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
日
時
＝
月
～
金
曜
日(

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

▼
相
談
場
所
＝
上
三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　(

地
域
生
活
課
内)

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
＝
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９
１
５
３

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
出
産
を
し
た
際
に
は
、出
産
予
定
日

又
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間(

産
前
産
後
期
間)

の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。産
前
産
後
期
間
と
し
て

認
め
ら
れ
た
期
間
は
、保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方
＝「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」で
出
産
日
が
平
成
31
年

　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
１
日
以
降
の
方

▼
受
付
＝
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
申
請
が
可
能
で
す
。

▼
必
要
な
も
の
＝

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

　
・
出
産
予
定
日
の
わ
か
る
も
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母
子
健
康
手
帳
な
ど)

　
会
社
に
勤
め
る
こ
と
に
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り
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
や
、そ
の

被
扶
養
者
に
な
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た
場
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、ま
た
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の
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保
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を
や
め
て
国
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健
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保
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に
加
入
す
る
と
き
は
、役
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へ
の
届
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が
必
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と
な
り
ま
す
。
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遅
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る
と
、国
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ま
ま
に
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以
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の
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参
の
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え
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課
で
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続
き
を
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し
ま
す
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の
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史
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２
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の
今
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は
平
成
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の
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紹
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や
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、磯
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、長
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の
十
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薩
坐
像
が
県
文
化
財
に
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と
い
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た
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
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さ
て
、こ
の
年
の
２
月
、全
国
に
先
駆
け
て
鬼
怒
川
堤
防
沿
い
に
、
川
の
一

里
塚
第
１
号(

三
本
木
地
内)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
川
の
一
里
塚
」は
、建
設

省(

当
時)

と
町
が
一
体
と
な
っ
て
利
用
者
の
憩
い
の
場
や
災
害
時
の
水
防
活

動
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
た
事
業
で
す
。こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に

は
、県
知
事
が
視
察
に
来
る
ほ
ど
で
し
た
。石
碑
に
は
鬼
怒
川
上
流
の
巨
石
を

半
分
に
割
っ
て
使
用
し
て
お
り
、残
り
の
半
分
は
鬼
怒
川
と
源
流
を
同
じ
く

【
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
】

　
届
出
に
必
要
な
も
の

　
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
・
職
場
の
健
康
保
険
証

　
・
顔
写
真
付
き
の
身
分
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明
書(

運
転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど)

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
な
ど)

【
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
て
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
】

　
届
出
に
必
要
な
も
の

　
・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書(

資
格
喪
失
証
明
書
、退
職
証
明
書
な
ど)

　
・
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書(

運
転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど)

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
な
ど)

　
・
年
金
手
帳

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
住
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎ 

　
９
１
３
４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
や
め
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

か
み
の
か
わ
平
成
史
第
２
回
　
平
成
２
年(

１
９
９
０)

消
費
豆
知
識

80

こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
！
格
安
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル

56

56

56

事
例

　
・
印
か
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
住
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
　 

９
１
３
４

　
宇
都
宮
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
８(

６
２
２)

４
２
８
１

す
る
小
貝
川
の
一
里
塚
第
１
号(

茨

城
県
水
海
道
市)

に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。７
月
に
は
同
じ
巨
石
を
半
分

に
割
っ
て
使
用
し
た
第
２
号(

上
郷

地
内)

、
第
３
号(

向
川
原
地
内)

が

完
成
し
ま
し
た
。

　
だ
ん
だ
ん
と
春
の
日
差
し
が
届
く

今
日
こ
の
頃
、
川
の
一
里
塚
を
探
し

に
鬼
怒
川
沿
い
を
散
歩
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

　
☎ 

　
９
１
５
９

鬼怒大橋から下流約２ｋｍ地点の
西岸堤防上(三本木地内)

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
ぞ
う
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